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国によ る立山砂防着手から ９ ０ 年
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大正１５年（１９２６）、県民の悲願により常願寺川の砂防が国の直轄事業に引き
継がれ、今年で９０周年を迎えます。
今日に至る９０年の永きにわたり砂防施設の建設が営々と進められたことで、いま

の富山平野の安全が確保されています。この９０年の節目を迎え、砂防事業の大切さ
を県民の皆さんに理解していただく場として記念講演会を開催します。

日 時：平成２８年６月１９日（日） 10:20～12:20

会 場：オークスカナルパークホテル富山 ２階｢鳳凰の間｣

（富山市牛島町11-1 ）

共 催：国土交通省 立山砂防事務所

富山県

立山砂防女性サロンの会

参加費：無料、当日の参加も可能

なお、会場の都合によりご遠慮いただく場合がございます。

事業報告

○報告「直轄砂防９０年の歩み」

国土交通省立山砂防事務所長 大坂 剛

記念講演

○「立山砂防と赤木先生」

（一財）全国治水砂防協会理事長 岡本 正男 氏

○「立山カルデラが語りかけてくるもの

～崩れに挑んだ人々との出会い～｣

（公財）立山カルデラ砂防博物館理事 吉友 嘉久子 氏
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